
 

第６期北九州市障害福祉計画・第２期北九州市障害児福祉計画の 

目標等の管理シート 
 

担当部局 保健福祉局 障害福祉部 
 
成果目標 （３）地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

 

計
画
（
Ｐ
）→

実
施
（
Ｄ
） 

目

標

値 

 

 

○令和５年度末までの目標値 
 

地域生活支援拠点等 １箇所以上を維持 

運用状況を検証、検討 
するための会議を年１回 
以上開催 

 
【目標設定の考え方】 

障害のある人やその家族が地域で安心して生活できるよう、緊急時にすぐに 
 相談でき、必要に応じて緊急的な対応を図る体制として、地域生活支援拠点等 
 の整備を行うとともに、地域のニーズや課題に応えられているかを継続的に検 
 証・検討を行う。 
 
 

活
動
指
標
（
内
容
） 

 

 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

地域生活支援拠点等 

の設置 
設置箇所数 見込 1 箇所 1 箇所 1 箇所 

実績 １箇所 １箇所 1 箇所 

機能充実に向けた検証

及び検討会 
実施回数 

見込 3 回 3 回 3 回 

実績 5 回 2 回 2 回 
 

 

評
価
（
Ｃ
） 

→
 

改
善
（
Ａ
） 

Ｒ
３
年
度 

 

評価 

（Ｃ） 

【目標等

を踏まえ

た評価、

改善方

策】 

 

令和３年度は、緊急時の受入施設として、３施設各１床空床を確保。３施設とも

に、①介護者の不測の事態で在宅での支援が困難なケース（従来の機能）や、②新

型コロナウイルス感染症等で在宅での支援が困難なケースを受入対象者とした。受

入実績は、令和２年度が１名であったが、令和３年度は４名と増加した。 
 また、令和３年度は、機能充実に向けた検証・検討会を５回実施した。 
 地域生活支援拠点等の面的整備を進めるため、今後は、拠点等の機能である「相 
談」「緊急時の受入れ・対応」「体験の機会・場」について、それぞれの機能を担う 
事業所を公募により選定し、モデル的運用を行う予定である。 

 

協議会 

等意見 

【評価等 

に対する 

意見】 

 

新型コロナウイルス感染症拡大により、サービスが部分的に閉鎖されたり、事

業所全体で感染するなど、通所することが当たり前だった生活が一転した。 
 親が元気なうちにできることをやっていきたいが、親も高齢化していき親亡

き後を考えると不安でいっぱいである。 
 地域生活支援拠点の整備は親にとって本当に大事なことだと思うのでしっか

りと取り組んでいただきたい。 

 

改善 

（Ａ） 

【次年度 

における 

取組等 

令和５年度中のモデル実施を目指し、地域生活支援拠点の機能である「相談」

「緊急時の受入れ・対応」「体験の機会・場」を担う事業所を認定するための基準

を策定中です。令和５年度は緊急時の受け入れ施設が減少（２施設→１施設）

する見通しであるため、施設選定の参考や、事業の改善のために、今年度の対

象施設へ聞き取り調査を行いました。また、事業開始後のモニタリングの実施

や、地域からの声を本事業に反映させていく仕組みについても検討中です。 
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評
価
（
Ｃ
） 

→
 

改
善
（
Ａ
） 

Ｒ
４
年
度 

 

評価 

（Ｃ） 

【目標等

を踏まえ

た評価、

改善方

策】 

 

令和４年度は、緊急時の受入施設として、２施設各１床空床を確保。①介護

者の不測の事態で在宅での支援が困難なケース（従来の機能）や、②新型コロ

ナウイルス感染症等で在宅での支援が困難なケースを受入対象者とした。受入

実績は、令和４年度 2 名（ほか、相談対応のみ 15 名）。 
 また、令和４年度は、機能充実に向けた検証・検討会を２回実施した。 

地域生活支援拠点等の面的整備を進めるため、令和５年度中に、拠点等の機能 
である「相談」「緊急時の受入れ・対応」「体験の機会・場」について、事業所を 
公募により選定し、モデル的運用を行う予定である。また、事業開始後は、北九

州市障害者自立支援協議会地域ネットワーク部会において、実施状況、実績、課

題等を報告し、現状の把握や課題解決のための助言を行うとともに、今後の方向

性や取り組みについても検討を進める。 

 

協議会 

等意見 

【評価等 

に対する 

意見】 

 

〇令和５年度は緊急時の受け入れ施設が減少する（2 施設が 1 施設）とあるがな

ぜか。しっかり整備してもらいたいと思う。 
 
〇地域生活支援拠点の整備については情報が入ってこない。前に聞いたときはコ

ロナ渦で施設名は公表しないということであったが、今後情報提供はないの

か。わかりにくいので情報提供してもらいたい。 

 

改善 

（Ａ） 

【次年度 

における 

取組等】 

 

〇コロナ禍が明け、受け入れ数が落ち着いている（受入数：R3 年度３件、R4 年

度２件）こと、また、結果的に、令和４年度の利用が１施設のみであった（２施

設目は利用せず）こと等から、１施設１床の確保が適当としました。令和 5 年度

以降も 1 施設 1 床で実施予定です。 
 
〇地域生活支援拠点等整備については、令和５年２月に本事業を担う事業所の募

集を実施し、選定後、令和６年度からモデル的に開始する予定です。決定次第、

速やかに市ホームページ上に事業所名を掲載します。今後は、障害者自立支援協

議会等で評価及び効果検証を行いながら、運用を拡大させていきます。 

評
価
（
Ｃ
） 

→
 

改
善
（
Ａ
） 

Ｒ
５
年
度 

 

評価 

（Ｃ） 

【目標等

を踏まえ

た評価、

改善方

策】 

 

令和５年度も、緊急時の受入施設として、１施設１床空床を引き続き確保し

ており、介護者の不測の事態（事故、災害、出産、疾病、葬儀等）で在宅での

支援が困難なケースを対象とした。実績は、一時受入における職員の訪問支援

が１名（ほか、相談対応８名）であった。 
 また、令和５年度も、機能充実に向けた検証・検討会を２回実施した。 

地域生活支援拠点等の面的整備を進めるため、拠点等の機能である「相談」

「緊急時の受入れ・対応」「体験の機会・場」を担う事業者の募集を行い、自立

支援協議会等で協議の上、３グループを選定した。各種届出や、打ち合わせ等を

行い、令和６年６月からのモデル実施に向け準備を進めている。事業開始後は、

障害者自立支援協議会内において、実施状況、実績、課題等を報告し、現状の把

握や課題解決のための助言を行うとともに、今後の方向性や取り組みについても

検討を進める。 

 

協議会 

等意見 

【評価等 

に対する 

意見】 

 

特になし 
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改善 

（Ａ）ww 

【次年度 

における 

取組等】 

 

緊急時の受入施設について、１施設１床空床を引き続き確保します。また、令

和５年度に拠点の機能を担う事業者の募集を行い、３グループを選定しました。

令和６年６月からモデル実施を開始し、現在順調にすすんでいます。各グループ

とも定期的に打ち合わせを行っており、課題等を整理しつつ、また障害者自立支

援協議会でも評価及び効果検証を行いながら、更なる募集の実施等も含め、運用

の充実・拡大を検討しています。 
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